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渡
辺

町
長

場
合
、
窓
が
あ
ま
り
に
大

き
い
こ
と
か
ら
、
鉄
筋
や

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い

る
工
事
と
な
り
、
同
様
の

金
額
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
来
夏
、
す
ぐ
に
開
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
提
案
し
ま
し

た
が
、
良
い
方
法
が
あ
る

か
、
技
術
者
も
含
め
対
処

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
国
土
強
靭
化
に
資
す
る

社
会
資
本
整
備
等
に
関
す

る
意
見
書
」
を
国
に
提
出
。

天
塩
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
任
命

　

西
村
聡
氏
を
教
育
長
と

し
て
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
。

　

赤
字
経
営
の
中
、
例
え

ば
家
庭
用
の
サ
ッ
シ
を
は

め
込
み
、
余
っ
た
部
分
に

建
材
を
充
て
る
な
ど
の
工

法
を
考
え
て
積
算
し
て
い

な
い
の
か
。

　

他
の
工
法
に
つ
い
て
も

検
討
し
ま
し
た
が
、
そ
の

渡
辺

た
病
室
が
あ
り
、
安
全
上

・
衛
生
上
、
良
く
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
状
の
も
の
は
外
国
製

で
す
が
、
同
じ
も
の
は
高

価
と
な
る
た
め
、
町
内
業

者
が
対
応
で
き
る
日
本
製

の
も
の
に
取
り
替
え
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

▲修繕方法について議論された病院

る
。
町
民
に
は
「
牛
乳
を

飲
め
な
い
」
と
い
う
方
も

い
る
。
一
方
で
、
お
米
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
牛
乳

券
で
は
な
く
、
お
米
券
を

渡
す
こ
と
に
は
で
き
な
い

の
か
。

　

消
費
拡
大
を
図
る
趣
旨

も
踏
ま
え
、
牛
乳
ま
た
は

乳
製
品
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
も

対
象
に
含
め
、
広
く
活
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
立
病
院
の
病
室
の
窓

1
か
所
の
修
繕
費
の
予
算

が
4
0
0
万
円
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
。

　

開
設
当
初
か
ら
あ
る
大

き
な
窓
の
修
繕
で
す
。
一

室
、
窓
が
開
か
な
く
な
っ

　

歳
入
歳
出
に
つ
い
て
、

総
額
を
54
億
5
2
0
0
万

円
と
す
る
補
正
予
算
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
対
策
子
育
て

応
援
券
に
つ
い
て
は
、
一

部
が
牛
乳
券
と
な
っ
て
い

子育て応援券配布事業

除排雪サービス補助金

牛床マット設置事業負担金

病院事業特別会計繰出金

歳出（主なもの・増額分）

440万円

453万円

900万円

6,500万円

一
般
会
計

補
正
予
算

そ　

の　

他

子
育
て
応
援
券
な
ど
で

　
　
　

1
億
2
千
万
円
を
増
額

福
祉
課
長

病
院
事
務
長

町
長

〇子育て応援券事業を支給
〇牛床マット設置事業を追加
〇子育て応援券事業を支給

定例会のハイライト定例会のハイライト 第３回
定例会
第３回
定例会
第３回
定例会
9月10日・11日

長
山 質

疑
要
旨

意
見
書
を
提
出
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令和6年度

各会計の決算を認定しました各会計の決算を認定しました各会計の決算を認定しました

国 民 健 康 保 険 事 業
介　護　保　険　事　業
介護保険サービス事業
後 期 高 齢 者 医 療
町民保養センター事業
病　院　事　業（収益）
病　院　事　業（資本）
簡 易 水 道 事 業（収益）
簡 易 水 道 事 業（資本）
下 水 道 事 業（収益）
下 水 道 事 業（資本）

会　　計　　名
一　　般　　会　　計

歳　　入 歳　　出 差　　引
51億4,988万円
4億1,258万円
3億6,978万円
8,778万円
5,727万円
7,751万円

7億1,753万円
9,325万円

2億6,633万円
1億9,536万円
2億1,215万円
1億6,267万円

50億6,390万円
4億 700万円
3億6,443万円
8,580万円
5,707万円
7,651万円

7億3,606万円
9,325万円

2億5,513万円
2億8,497万円
1億9,898万円
2億 259万円

8,598万円
558万円
535万円
198万円
20万円
100万円

△ 1,853万円
0円

1,120万円
△ 8,961万円
1,317万円

△ 3,992万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

歳入

歳出

自主財源
24％

依存財源
76％

地方交付税
27億2,988万円

町税　4億3,648万円
寄附金　8,457万円
使用料及び手数料　1億885万円

諸収入等　3億4,048万円

繰入金　2億5,252万円

総務費
8億5,228万円

民生費
7億2,955万円

土木費
9億2,158万円

返済金（公債費）
4億5,887万円

教育費
4億8,428万円

議会費　6,642万円

消防費
1億9,103万円

商工費　2億2,108万円

衛生費
7億9,130万円

労働費　255万円農林水産業費　3億4,494万円

その他の交付金等
2億1,634万円

国・道支出金
5億8,240万円

借入金（町債）
3億9,833万円

決算審査
特別委員会
9月10～11日

51億4,988万円

50億6,390万円

一般会計

一般会計

令和７年11月12日 発行
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高
大
連
携
事
業
の
成
果
は

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
事
業

決算審査特別委員会での質疑を
要約して一部お知らせします。

高大連携

　

取
組
内
容
と
成
果
は
。

　

高
校
生
と
大
学
生
に
よ

り
、
天
塩
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
会
が

行
わ
れ
、
内
閣
府
地
方
創

生
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
2
0
2
4
に
お
い
て

北
海
道
経
済
産
業
局
長
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

企
画
商
工
課
長

山
本

将
来
の
見
通
し
は

雄
信
内
へ
き
地
保
育
所

雄信内
保育所

　

現
在
の
児
童
数
と
将
来

の
見
通
し
は
。

　

現
在
3
名
で
す
。
転
入

転
出
や
出
生
数
が
無
い
と

仮
定
す
る
と
、
2
0
3
0

年
に
通
所
者
は
ゼ
ロ
と
な

り
ま
す
。

福
祉
課
長

長
山

税
の
徴
収
を
し
っ
か
り
と

決算審査決算審査
令 和 6 年 度令 和 6 年 度

税
負
担
の
公
平
性

町税

　

滞
納
分
の
税
を
徴
収
で

き
な
い
理
由
は
。
差
押
え

は
し
て
い
る
の
か
。

　

法
に
基
づ
き
実
行
し
て

い
ま
す
。
差
押
え
可
能
な

財
産
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
に
は
納
税
折
衝
し
、
誓

約
を
取
っ
て
い
ま
す
。

住
民
課
主
幹

渡
辺

雨
漏
り
の
原
因
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

スポセン

　

8
月
の
大
雨
の
際
に
、

か
な
り
雨
漏
り
し
て
い
た

と
聞
く
が
補
修
状
況
は
。

　

屋
上
で
は
な
く
、
サ
ッ

シ
の
脇
か
ら
水
が
入
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
、
原
因
を

究
明
し
つ
つ
対
応
し
て
い

ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
長

桑
田

資
源
の
回
復
状
況
は

パ
ン
ケ
沼
底
質
改
善
事
業

しじみ
資源

　

し
じ
み
資
源
の
回
復
は

順
調
か
。

　

覆
砂
事
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
12
年
ま
で
計
画
さ
れ
、

中
間
の
令
和
6
年
度
で
資

源
量
は
2
0
0
ト
ン
、
開

始
時
と
比
較
し
て
1
・
58

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
課
長

山
本

委員会の様子はYouTube
で視聴できます。

2日間で （ ）休憩時間
含む5時間24分
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検
査
体
制
の
強
化
を

町
営
草
地
管
理
委
託
経
費

町営牧場

　

今
年
、
町
営
草
地
で
ピ

ロ
プ
ラ
ズ
マ
（
家
畜
伝
染

病
の
一
種
）
が
発
生
し
、

預
託
牛
が
返
却
さ
れ
た
が

入
牧
時
点
で
対
策
は
。

　

入
牧
前
に
予
防
接
種
、

検
査
を
実
施
し
、
よ
り
精

密
に
病
気
の
有
無
、
入
牧

の
可
否
を
判
断
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

渡
辺

生
産
振
興
係
長

情
報
伝
達
方
法
改
善
を

防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
・
災
害
対
応

防災
　

8
月
17
日
の
大
雨
の
際
、
幌
延
町
の
情
報
は

携
帯
電
話
に
入
っ
て
き
た
が
、
天
塩
町
の
情
報

は
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
災
害
時
に
は
登
録
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
旅
行
者
で
あ
っ
て

も
、
危
険
で
あ
れ
ば
避
難
で
き
る
よ
う
対
応
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

　

Ｌ
ア
ラ
ー
ト
と
い
う
も
の
で
、
市
町
村
で
入

力
し
た
情
報
が
道
の
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
携
帯

電
話
に
届
く
仕
組
み
で
す
。
当
時
、
幌
延
町
は

避
難
指
示
を
発
令
し
て
い
た
た
め
、
皆
さ
ん
の

携
帯
電
話
に
届
き
ま
し
た
が
、
天
塩
町
は
避
難

指
示
を
発
令
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

菊
地

渡
辺

　

農
村
部
の
避
難
所
（
町
内
会
館
）
の

は
、
町
内
会

長
が
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
災
害
時
に
不
在
の
場

合
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
天
塩
町
内
で
も
離
れ
て
い
て

は
災
害
状
況
が
わ
か
ら
な
い
。
町
民
に
情
報
共
有
し
な

が
ら
対
処
し
て
い
く
方
法
が
必
要
で
は
。

　

合

ボ
ッ
ク
ス
を
作
る
な
ど
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
初
動
対
応
と
し
て
は
、
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
土
日
で
あ
っ
て
も
躊
躇
な
く
職
員

を
集
め
ま
し
た
。
今
回
は
土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
重
視

し
、
該
当
さ
れ
る

方
に
は
、
電
話
、

現
地
へ
の
訪
問
に

よ
り
連
絡
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も

情
報
伝
達
に
つ
い

て
は
課
題
で
あ
り

足
り
な
い
点
に
つ

い
て
は
ご
指
摘
い

た
だ
き
、
善
処
し

た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

町
長

住
民
課
長
補
佐

有害鳥獣
対策

撃
退
ス
プ
レ
ー
で
対
策
を

有
害
鳥
獣
対
策　

熊
撃
退
ス
プ
レ
ー
を
農

家
に
貸
し
出
し
、
使
っ
た

際
に
料
金
を
も
ら
う
と
い

う
方
策
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　

良
い
提
案
を
い
た
だ
い

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
常

備
す
る
本
数
は
増
や
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

町
長

渡
辺

▲8月26日、天塩町が避難指示を発令した
　際にはＬアラートが発信されました。
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長山 志津子 議員

　

全
国
的
に
記
録
的
な
暑
さ
が
続
き
、
天

塩
町
も
今
夏
は
厳
し
い
暑
さ
に
見
舞
わ
れ

た
。
令
和
5
年
に
、
緊
急
的
に
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
た
が
、
万
全
な
環
境

と
は
言
え
な
い
と
聞
く
。
エ
ア
コ
ン
設
置

は
最
低
限
の
環
境
整
備
と
考
え
る
。

①
教
育
施
設
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
再
点

検
は
。

②
家
庭
科
・
調
理
室
、
体
育
館
に
エ
ア
コ

ン
設
置
は
で
き
な
い
の
か
。

ま
す
。

①
令
和
5
年
度
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を

購
入
し
ま
し
た
。
天
塩
小
学
校
で
は
普
通

学
級
に
各
1
台
、
特
別
支
援
学
級
に
2
台
、

多
目
的
教
室
に
1
台
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

天
塩
中
学
校
で
は
通
常
学
級
、
理
科
室
、

音
楽
室
、
視
聴
覚
室
、
多
目
的
室
、
予
備

室
に
各
1
台
を
設
置
し
、
扇
風
機
と
併
用

し
て
暑
さ
対
策
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
保

健
室
に
は
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
で
は
、
「
常
時
暑
さ
指
数

を
測
定
」
「
各
自
水
筒
を
持
参
し
水
分
補

給
」
「
体
育
授
業
中
に
は
活
動
内
容
の
工

夫
や
休
憩
の
設
定
」
「
下
校
時
間
の
繰
り

上
げ
」
「
部
活
動
の
活
動
制
限
」
な
ど
状

況
に
応
じ
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
効
果
に
つ
い
て

は
温
度
の
低
下
と
除
湿
に
よ
り
不
快
感
が

軽
減
さ
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
学
校
生

活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、

教
育
環
境
に
つ
い
て
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

②
家
庭
科
・
調
理
室
、
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

①
天
塩
で
は
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
暑
さ
と
な
る
中
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

で
賄
え
る
の
か
。
こ
れ
で
は
集
中
力
、
学

力
に
も
支
障
を
き
た
す
。
今
後
ど
の
よ
う

に
教
育
環
境
を
見
直
し
て
い
く
の
か
。

②
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
考
え
て

い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
8
月
の
大
雨
の

際
に
は
避
難
所
を
開
設
し
た
。
体
育
館
は

避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
来
年
も
今
夏
の
よ
う
な
暑
さ
と
大
雨

に
見
舞
わ
れ
た
場
合
、
誰
が
避
難
所
（
体

育
館
）
に
行
く
だ
ろ
う
か
。

学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

猛
暑
下
で
の
避
難
も
念
頭
に

町
長

▲スポットクーラー（役場庁舎内）

　

電
気
設
備
の
都
合
で
簡
単
に
設
置
で
き

な
い
こ
と
も
理
解
で
き
る
が
、
努
力
を
し

て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
考
え
は
。

①
・
②
子
ど
も
た
ち
が
集
中
力
を
保
て
な

い
と
い
う
話
も
理
解
し
て
お
り
、
将
来
的

に
エ
ア
コ
ン
は
必
要
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
防
災
関
係
で
の
交
付
金
も
検
討
し

て
い
ま
す
が
、
電
気
設
備
等
を
含
め
た
根

本
的
な
改
修
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ

に
は
で
き
な
い
こ
と
は
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
近
隣
の
小
学
校
で
は
1

校
に
つ
き
5
千
万
円
程
度
か
か
る
と
い
う

状
況
も
あ
り
ま
す
。
町
内
の
学
校
で
ど
の

程
度
か
か
る
か
試
算
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

教
育
機
関
と
し
て
、
ま
た
避
難
所
と
し
て

使
う
に
あ
た
っ
て
し
っ
か
り
対
応
し
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 町

長

▲天塩小体育館
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一般質問
①
熊
出
没
時
の
対
応
は
。
関
係
団
体
な
ど

と
の
緊
急
会
議
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

②
ハ
ン
タ
ー
の
育
成
・
確
保
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

③
８
月
17
日
の
大
雨
の
後
、
対
応
の
改
善

に
向
け
た
取
組
を
し
て
い
る
の
か
。

④
数
年
に
一
度
、
実
働
的
な
避
難
訓
練
が

必
要
不
可
欠
。
町
長
の
考
え
は
。

①
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
場
合
、
現
地
調
査

を
行
い
、
情
報
収
集
を
図
り
ま
す
。
緊
急

会
議
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
各
事
案
に

つ
い
て
個
別
に
協
議
し
て
い
ま
す
。
ヒ
グ

マ
の
問
題
行
動
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、

猟
友
会
と
協
議
の
上
、
追
い
払
い
や
わ
な

の
設
置
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
提
供
し
、

早
朝
、
夕
方
の
外
出
を
控
え
る
こ
と
、
ご

み
を
収
集
日
の
朝
に
出
す
な
ど
、
予
防
行

動
の
徹
底
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

②
狩
猟
免
許
等
取
得
補
助
金
を
設
け
て
い

ま
す
。

③
17
日
に
床
上
浸
水
が
発
生
し
た
方
に
つ

い
て
、
26
日
の
大
雨
の
際
に
は
、
排
水
パ

イ
プ
を
設
置
す
る
な
ど
、
雨
水
を
効
率
的

に
流
せ
る
よ
う
対
策
を
行
い
ま
し
た
。
新

栄
通
は
平
成
23
〜
25
年
と
29
年
に
実
施
し

た
工
事
で
排
水
能
力
は
大
き
く
向
上
し
ま

し
た
が
、
排
水
方
法
や
維
持
管
理
の
在
り

方
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

④
町
内
会
を
単
位
と
し
た
自
主
防
災
組
織

に
よ
る
活
動
を
推
進
し
、
防
災
講
話
な
ど

を
通
じ
て
地
域
ご
と
の
防
災
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
災
害
時
の
初
動
対
応
が
間
に
合
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
過
去
の
事
例
も
含
め
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う
時
の
対

応
を
す
る
の
が
危
機
管
理
の
本
来
の
在
り

方
。
い
く
つ
か
の
町
内
会
に
分
け
て
実
効

性
の
あ
る
避
難
訓
練
を
行
う
の
が
理
想
的

と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

②
新
栄
通
の
冠
水
は
、
大
量
の
雨
水
に
よ

る
も
の
か
、
目
皿
が
ご
み
な
ど
で
詰
ま
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
。

③
緊
急
銃
猟
制
度（
※
）に
つ
い
て
、
町
長

が
判
断
し
た
と
し
て
現
在
、
町
内
に
対
応

で
き
る
ハ
ン
タ
ー
が
い
る
の
か
。

④
備
蓄
品
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
は
行
っ
て

い
る
か
。

※
緊
急
銃
猟
制
度

　

一
定
の
条
件
下
で
市
町
村
長
の
判
断
に

よ
り
銃
猟
を
可
能
に
す
る
制
度
。

町
の
危
機
管
理
体
制
は

町
長

①
・
②
新
栄
通
で
は
、
前
述
し
た
工
事
の

効
果
が
発
揮
さ
れ
た
一
方
で
、
今
回
は
そ

れ
を
上
回
る
降
水
が
あ
り
ま
し
た
。
目
皿

に
は
常
時
人
員
を
配
置
し
、
詰
ま
り
の
除

去
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
し
っ
か
り
と

し
た
対
策
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
町
内
二
つ
の
猟
友
会
い
ず
れ
も
、
９
月

定
例
会
時
点
で
は
対
応
は
難
し
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

④
常
に
在
庫
を
管
理
し
て
お
り
、
賞
味
期

限
の
迫
っ
て
い
る
も
の
は
防
災
講
話
の
参

加
者
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

町
長

住
民
課
長

山本 春光 議員

▲浸水した新栄通（8月17日）
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草刈 幸男 議員

　

鏡
沼
海
浜
公
園
の
現
状
と
今
後
の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。

①
現
在
の
利
用
状
況
は
。

②
今
年
度
、
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
。

③
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
は
。

①
令
和
6
年
度
の
利
用
者
数
は
8
7
9
8

人
で
す
。

②
天
塩
川
を
舞
台
に
し
た
国
内
最
大
級
の

カ
ヌ
ー
イ
ベ
ン
ト
「
ダ
ウ
ン
・
ザ
・
テ
ッ

シ
‐
オ
‐
ペ
ッ
2
0
2
5
」
が
8
月
2
日
、

3
日
に
開
催
さ
れ
、
約
2
2
0
人
が
訪
れ

た
ほ
か
、
ふ
れ
あ
い
運
動
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
当
施
設
は
平
成
3
、
4
年
度
に
か
け
て

天
塩
広
域
観
光
ラ
ン
ド
整
備
事
業
に
よ
り

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
各
位
か
ら
も
観

光
行
政
全
般
に
関
す
る
見
直
し
が
問
わ
れ

て
お
り
、
観
光
開
発
審
議
会
に
お
い
て
も

観
光
施
設
等
に
関
す
る
協
議
・
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
個
々
の
施
設
の
具
体
的

な
方
向
性
の
協
議
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
個
々
で
は
な
く
、
商

工
会
と
の
連
携
、
観
光
協
会
の
在
り
方
な

ど
も
含
め
、
関
係
者
と
の
協
議
を
重
ね
町

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
体
系
化
を
図
り

整
備
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
5
、
6
年
に
わ

た
っ
て
開
か
ず
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
状
態
で
あ

り
、
景
観
上
よ
く
な
い
。
料
金
を
見
直
し

た
上
で
、
ラ
イ
ダ
ー
ハ
ウ
ス
と
し
て
使
用

し
、
可
能
で
あ
れ
ば
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

も
設
置
す
べ
き
で
は
。
町
長
の
考
え
は
。

②
イ
ベ
ン
ト
（
注
：
天
塩
川
し
じ
み
ま
つ

り
）
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会
が
メ
イ
ン

だ
が
、
行
政
も
大
き
く
携
わ
っ
て
お
り
、

職
員
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
力
強
く
感
じ

る
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
二
つ
の
考
え
方
が
あ

る
。
町
民
が
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
か
、
観
光

客
を
呼
び
込
む
イ
ベ
ン
ト
か
。
私
は
後
者

の
考
え
の
も
と
実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。
来
町
し
た
観
光
客
に
「
楽
し
か

っ
た
、
こ
の
次
も
行
っ
て
み
た
い
」
と
思

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。
同
時
に
、
出

店
者
に
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
長
続
き
し
な
い
だ
ろ
う
と
危
惧
し

て
い
る
。
観
光
協
会
、
商
工
会
等
と
イ
ベ

ン
ト
の
在
り
方
に
つ
い
て
十
分
に
協
議
す

べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

①
公
園
全
体
に
つ
い
て
、
他
町
村
の
類
似

施
設
と
比
較
し
な
が
ら
、
検
討
・
協
議
し
、

提
案
す
る
際
に
は
前
向
き
な
話
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
動
員
を
か
け
た
職
員
に
は
、
思
い
や
り

を
持
っ
て
接
遇
す
る
よ
う
徹
底
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

鏡
沼
海
浜
公
園
ど
う
す
る

町
長

▲有効活用が望まれるサービスセンター

▲天塩川しじみまつり

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
駐
車
場
に
不
便
さ
が

感
じ
ら
れ
る
。
協
議
す
べ
き
で
は
。

　

会
場
ま
で
遠
い
な
ど
の
不
便
は
聞
い
て

い
ま
す
。
主
催
者
側
も
会
場
を
も
う
少
し

南
側
に
寄
せ
る
な
ど
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
私
た
ち
も
で
き
る
協
力
は
惜

し
ま
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長

町
長
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一般質問

天塩町の人口（過去の推移と将来推計）

③
有
識
者
の
見
解
は
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
将
来
像
を
描
く
際
に
は
有

識
者
の
参
画
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
早
期
に
有
識
者
を
加
え
て
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
計
画
を
立

て
て
い
く
べ
き
。
す
ぐ
に
で
も
取
り
か
か

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

②
空
き
家
に
つ
い
て
、
行
政
は
指
導
で
き

る
立
場
。
行
政
の
財
産
を
売
却
す
る
こ
と

に
つ
い
て
考
え
は
。

③
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

①
有
識
者
を
入
れ
る
場
合
、
テ
ー
マ
を
絞

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
っ
た

方
を
入
れ
る
べ
き
か
、
検
討
を
重
ね
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
空
き
家
に
つ
い
て
は
持
ち
主
に
お
話
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
の
土
地
、
建
物

に
つ
い
て
は
、
適
宜
準
備
が
で
き
た
も
の

か
ら
公
共
的
・
効
率
的
に
売
り
出
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
人
口
規
模
、
財
政
規
模
の
縮
小
を
踏
ま

え
た
中
で
、
適
正
な
公
共
施
設
の
施
設
配

置
、
長
寿
命
化
な
ど
の
方
針
に
関
し
て
基

本
的
な
も
の
を
示
し
た
計
画
で
す
。
道
路

や
橋
梁
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
町
民
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
べ
き
。
町

長
の
考
え
は
。

　

し
っ
か
り
と
し
た
行
財
政
運
営
を
歩
ん

で
い
き
た
い
と
い
う
の
が
信
条
で
す
。
今

後
も
皆
様
に
了
解
を
得
な
が
ら
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長

総
務
課
長

町
長

石山 直継 議員

　

10
年
後
、
20
年
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
伺
う
。

①
イ
ン
フ
ラ
に
関
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な

規
模
で
整
備
し
て
い
く
の
か
。
市
街
地
の

み
な
ら
ず
雄
信
内
、
そ
の
他
地
区
に
対
し

て
の
今
後
の
計
画
は
。

②
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、
後
世

に
最
小
限
の
負
担
で
住
み
や
す
い
町
に
す

る
た
め
に
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
早
期
に

立
て
、
推
進
し
て
い
く
の
が
行
政
の
役
割

と
責
任
。
町
長
の
考
え
は
。

③
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
イ
ン
フ
ラ
整

備
等
に
精
通
し
た
有
識
者
が
必
須
。
人
材

の
確
保
を
考
え
て
い
る
の
か
。

①
・
②
公
共
施
設
全
体
の
管
理
方
針
と
し

て
は
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
施
設
保
有
量
の
適
正
化
、
長
寿
命
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
現
存
の
公

共
施
設
に
つ
い
て
は
人
口
規
模
、
財
政
規

模
に
応
じ
た
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

努
め
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
方
針
に
則
り

管
理
し
て
い
く
計
画
で
す
。
ま
た
集
落
ご
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と
に
整
備
計
画
は
な
く
、
同
計
画
に
基
づ

き
、
現
存
施
設
の
最
適
管
理
に
努
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
全
体
像
の
長
期
構
想
と
し
て
は
天
塩
町

総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
が
あ
り
ま
す
。

市
街
地
や
雄
信
内
も
含
め
た
町
全
体
の
集

落
構
造
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
議

員
・
町
民
各
位
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

町
長

9,4939,493

2,5512,551

1,5671,567

※1965～2020 年は国勢調査、2025 年は住民基本台帳（8月末）
　2030 年以降は社会保障・人口問題研究所の推計値。
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①
行
政
改
革
を
ど
の
部
分
で
考
え
て
い
る

の
か
。

②
誰
が
具
体
的
に
改
革
を
必
要
と
判
断
す

る
の
か
。

③
誰
が
検
証
す
る
の
か
。

④
一
次
産
業
に
関
わ
る
部
分
で
行
政
改
革

を
考
え
て
い
る
の
か
。

①
近
年
の
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
、

限
ら
れ
た
予
算
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
つ
つ
、
各
種
施
策
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
効
率
的
・
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

係
長
以
上
の
職
員
で
構
成
す
る
行
財
政
改

革
推
進
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
財
政
・

窓
口
・
施
設
の
3
つ
の
部
門
を
改
革
の
柱

と
位
置
付
け
て
、
チ
ー
ム
を
構
成
し
て
い

ま
す
。

②
天
塩
町
行
政
評
価
委
員
会
が
条
例
に
よ

り
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
委
員
会
は
町

が
実
施
す
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
外
部
か

ら
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
客

観
性
及
び
透
明
性
を
確
保
し
、
更
な
る
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
同
委
員
会
の
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
改
革
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
議
会
に
お
い
て
も
審
議
を
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

③
自
己
評
価
の
ほ
か
、
行
政
評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
や
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

そ
の
先
の
展
開
へ
と
つ
な
げ
、
安
定
し
た

財
政
運
営
の
も
と
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

④
関
係
機
関
と
連
携
し
て
引
き
続
き
基
幹

産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

①
各
部
門
の
進
捗
状
況
は
。

②
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く

将
来
の
農
地
利
用
に
係
る
意
向
調
査
結
果

の
内
容
は
。

①
財
政
チ
ー
ム
で
は
、
使
用
料
・
手
数
料

の
水
準
が
適
正
か
検
証
し
て
い
ま
す
。
窓

口
チ
ー
ム
で
は
、
試
験
的
に
導
入
し
た
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
窓
口
対
応
に
係
る
負
担
軽

減
の
効
果
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
チ
ー
ム
で
は
、
施
設
の
使
用
頻
度
、

収
支
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

②
各
地
区
の
農
業
関
係
者
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
10
年
先
を
見
据
え
た
計
画
に
つ
い

て
聞
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
全
体
を
通
し

て
現
状
維
持
と
の
こ
と
で
し
た
。

①
行
財
政
改
革
は
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
町
長

の
任
期
中
に
、
相
応
の
結
論
の
よ
う
な
も

の
が
出
て
く
る
の
か
。

行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況
は

町
長

農
林
水
産
課
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

▲行財政改革推進本部の体制模式図

②
将
来
の
農
地
を
ど
う
す
る
か
考
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
農
地
を
農
業
委
員
会
が
預
か
り
、

農
地
を
利
用
し
た
い
人
に
ス
ム
ー
ズ
に
移

行
さ
せ
る
な
ど
の
仕
組
み
を
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
業
委
員
会
を
中

心
に
検
討
す
る
用
意
が
あ
る
の
か
。

①
行
財
政
推
進
本
部
は
昨
年
11
月
に
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
町
長
の
施
策
が
入
る
と
な

か
な
か
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
副
町
長
以
下
、
令
和
7
年
度
か
ら

3
年
間
の
ス
パ
ン
で
改
革
の
実
施
計
画
を

作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
離
農
等
に
伴
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
の
で
、

農
業
委
員
会
に
諮
っ
て
協
議
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

副
町
長

渡辺 修勝 議員

天塩町行財政改革推進本部
【本部長】 副町長

幹事会
【教育長＋課長職14名】　
　
　

施
設
改
革
チ
ー
ム

【
課
長 
〜
係
長
15
名
】

　
　
　

窓
口
改
革
チ
ー
ム

【
課
長 

〜
係
長
16
名
】

　
　
　

財
政
改
革
チ
ー
ム

【
課
長 

〜
係
長
16
名
】



　市街地の空き家を敷地外から視察。
　令和２年度の調査によると、空き家等と判断された建物
数は132件で、そのうち特定空き家（倒壊等著しく保安上
危険となる、もしくは著しく衛生的に有害となるおそれが
あるもの）は１件、さらにその候補は110件とされている。
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総務文教・産業厚生合同所管事務調査総務文教・産業厚生合同所管事務調査
7月28日

調査内容
①危険空き家等の現状把握について

●主に景観・安全面の懸念から当事者とこまめに連絡を取
り合い早期解体の促進を。
●現在50万円を上限としている空き家解体撤去費補助金に
ついて、上限額を引き上げるべき。

社会教育会館使用状況の推移

地域おこし協力隊員人数の推移

意　　見

　地域おこし協力隊については、募集等に要する経費、活
動に要する経費、起業・事業承継に要する経費について、
国から特別交付税措置（それぞれ上限あり）がされること
となっている。

調査内容
③地域おこし協力隊について

任期満了後、例えば起業支援補助金100万円（現状は特
別交付税措置分上限額と同額）に町独自分として上乗せす
るなど、より地域へ定着しやすい制度の在り方を検討すべ
き。

意　　見

　旧啓徳小学校を現地視察し、関係職員から旧啓徳小を含
む旧学校施設（社会教育会館）について説明を受けた。
　令和４年度に売却した男能富を除くと、現在８か所の社
会教育会館が設置されているが、泉源、川口、幌萌、北産
士は過去５年間使用実績がない。他の社会教育会館につい
ては、不定期に使用されることがあるものの、全体として
使用者数は減少傾向であり、令和６年度に使用実績がある
ものは振老のみとなった。

調査内容
②旧啓徳小などの社会教育会館の利活用について

●社会教育会館の利用者募集の際に、わかりやすいよう
「社会教育会館」ではなく「旧●●小」といった名称を用
いるべき。
●売却にあたってのインターネットを活用したアプローチ
など検討を。
●社会教育会館を管理する所管部署の在り方について見直
すべき。

意　　見

男能富

円　山

振　老

更　岸

雄信内（旧啓徳小）

計

売却

地区 年度
（単位：人）

← R2～R6年度　使用実績なし →

－ －

泉源・川口・
幌萌・北産士

R 2

1,743

26

2,275

4,044

R 3

1,026

31

1,120

2,177

R 4

521

28

1,775

2,324

R 5

120

611

25

756

R 6

369

369

R 2

3人

R 3

3人

R 4

2人

R 5

2人

R 6

1人

R 7

2人



今回の表紙

この議会だよりは、わかりやすく、読みやすい　　　　　　を使用しています。

幼年消防クラブ防火パレード

９月30日、幼年消防クラブ防火パレードが行われました。認定こど
も園と雄信内へき地保育所の児童約50名が消防天塩支署を出発し、横断
幕を掲げ、 盤ハーモニカなどを演奏しながら、ゴールの認定こども園
おひさままで、約１kmの道のりをてしお仮面と一緒に行進しました。
　冬を迎え、日常的に暖房器具を使う時期となりました。火の取扱いに
は十分注意したいですね。

議会だよりは、あと３年ほどで創刊50年
を迎えます。これを機に40年ほど前に発行
された議会だより第28号（昭和60（1985）年
２月頃発行、B５判）を探しています。
　ご自宅等で保管されている方がいましたら、
天塩町議会事務局にご連絡をいただけますと
幸いです。
※第28号以外の議会だよりは、議会事務局
　で保管しています。 ▲前後の第27号と第29号は、このような紙面でした。

　サイズはB5判。

【発行】天塩町議会 　〠098-3398  北海道天塩郡天塩町新栄通８丁目　☎01632-2-1001（代表）
【編集】議会広報広聴委員会　［委員長］後藤　忍　［副委員長］山本春光　［委員］長山志津子　桑田孝彦　

議会を傍聴しませんか？

第４回定例会は
12月17日・18日を
予定しています。

議会の動きは
天塩町ホームページをチェック 天塩町議会

議会では町民の皆さんから
要望や提案などのご相談を
随時受け付けております。
お気軽に事務局までお問合
せください。

No.28

？
探しています！

友達登録
お願いします

前回に
引き続き 議会だより第28号を探しています議会だより第28号を探しています


